
下水道におけるICT活用に関する検討会
資料１

下水道事業における課題（ニーズ）

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



ワークショップ開催の様子

開催日： 平成25年1月28日（月）、30日（水）１３：３０－１７：００ 財団法人下水道新技術推進機構 会議室
参加自治体：宮城県仙台市、静岡県静岡市、兵庫県神戸市、福島県いわき市、長崎県長崎市、岩手県紫波町、奈良県斑鳩町
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下水道事業における主な課題

・分類ごとに課題を抽出

＜２．中長期的改築・更新＞

・ 適切な改築・更新の計画を策定

＜１．日常的な維持管理（点検・
補修）＞

道 が

＜ ３．経営マネジメント＞

経営マネジメントが有効に機

分類 とに課題を抽出

・ 適切な改築・更新の計画を策定
することができない。

・ 計画を策定しても、計画とおりに
更新・改築を実施できない場合
がある

・ 下水道台帳の活用ができてい
ない。

・ 管理すべき施設が多い。

・ 異常発生の事案ごとの対応が
異なる

・ 経営マネジメントが有効に機
能していない場合がある。

・ 多様な職務形態の確保。

がある。

＜８．広報・広聴＞

異なる。

＜４．下水道資源の有効利用＞

下水道事業管理
（主な課題）

・ 住民の理解が得られない。
・ 批判が多い。

・ 需要と供給のミスマッチ

・ 有効利用のメリットが分からな
い。

＜７．情報共有・情報利用＞

職員間の情報共有ができていな

＜５．災害時の対応＞＜６．人員の育成・確保＞

・ 職員間の情報共有ができていな
い。

・ 他部署の情報を利用できない。

・ 被災状況の即時把握が困難。

・ 住民への・住民からの通報の方
法。

・ バックアップ体制の不足。

・ 職員の技術力の低下。
・ 職員の技術力の格差がある。

・ 言葉で伝達できない経験知・暗
黙知がある。
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・ 災害の予測が不十分。



１．日常的な維持管理（点検・補修）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

下水道台帳の活用ができていな
い （①②③）

他部署のデータを閲覧できない （①）
他部署の閲覧をセキュリティ上の理由で制限
している （①）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

現地でデータを閲覧できない （①②③） WANに対応していない （①②）

庁内ＬＡＮとは独立したシステムとしている
（①）

データ更新が委託業務のため、委託時期ま
で更新されない （①）

台帳データが古い （①②）

台帳がクラウド対応になっていない（①②③）

システムの変更があり、操作に慣れないため
入力が時期が遅れる （①②）

担当者がデータ更新せずに、異動してしまう
ことがある （①②）

管理すべき施設が多い （①②③） すべての施設を管理できない （②③） 人員の不足 （②③）

点検が困難な場所がある （①②）

ことがある （①②）

広域化によるコスト縮減を図りたい
（③）

適正な規模・統廃合の検討が難しい （②③）自治体規模別
①：政令市
②：一般市
③：町村

効果的な広域監視技術が必要 （③）
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首長・議会の理解が得られない （③）

維持管理情報の公開 （③）他自治体の成功事例が知りたい （③）

③：町村



１．日常的な維持管理（点検・補修）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

異常発生等の事案ごとの対応が
異なる （②） マニュアル化・判断基準が必要 （②）委託業者や担当ごとに対応が異なる

（②）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

（②）

センサーなどの情報の収集が必要 （②）ポンプ運転や処理場運転の適正な方
法が難しい （②）

自動運転の検討が難しい （②）

点検調査の問題 （②） 点検・判断にばらつきがある （②） マニュアル化・判断基準が必要 （②）

点検困難な場所がある （①②）

維持管理コストが不足 （①②③） 使用エネルギーの削減を図りたい
（①③）

エネルギー削減方法が分からない （③）

効果的なエネルギー削減技術が必要 （①）

広域化によるコスト縮減を図りたい
（③）

共通化できる範囲の把握が難しい （③）
自治体規模別

①：政令市
②：一般市

効果的な ネルギ 削減技術 必要 （①）

効果的な広域化技術が必要 （③）

不明水の流入を減縮したい （①②） 不明水調査の方法が分からない （①②）

不明水箇所が特定できない （①②）

首長・議会の理解が得られない （③）③：町村

4下水道使用料を値上げしたい （①②） 住民の理解を得ることが難しい （①②）

不明水箇所が特定できない （①②）



２．中長期的改築・更新
：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

適正な改築・更新の計画を策定
することができない （②③）

老朽化施設が膨大にある （①②） 老朽化が集中しており、平準化が難しい（②）

情報量が多く、施設情報の台帳システム化

よる課題解決 想定される候補

施設情報が適正に管理できていない
（①②）

が追いつかない （②）

工事・施設設置後、情報入力までのタイムラ

情報の入力抜けが多い （①②）自治体規模別
①：政令市
②：一般市

グが大きい （①）

他事業との連携が図れていない （②） 道路やガス・電気などの他事業と同時に工
事すれば効率的であるが、計画の連携を図
ることができていない （②）

②： 般市
③：町村

な （②）

劣化予測が困難・劣化メカニズムが不明適切な機能的耐用年数の把握が難し
い （②③）

他事業とＧＩＳ同一画面上で、施設情報を見
ることができない （②）

（③）い （②③）

劣化データが不足 （③）

劣化メカニズムが不明 （③）劣化メカニズムが不明 （③）

劣化曲線・傾向が不明 （③）

台帳データの集約が必要 （②③）
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設備機器と維持管理データの統合 （②）

全国自治体のデータ集約 （③）



２．中長期的改築・更新

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

計画を策定しても、計画とおりに 計画の内容に不備がある （①）
システム構築が外部委託ため、下水道の現
場の内容が反映されずに構築されたシステ

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

計画を策定しても、計画とおりに
実施できない場合がある （①）

計画の内容に不備がある （①）

予算が不足 （①②）

場の内容が反映されずに構築されたシステ
ムとなっている （①）

計画が前倒しや 後倒しになり 適正時期ま

予算の確保が困難 （①②）

が ①
自治体規模別

突発的な異常発生による対応が必要 （①）

計画が前倒しや、後倒しになり、適正時期ま
での設備の使用ができない （①）

計画変更が必要 （①）
自治体規模別

①：政令市
②：一般市
③：町村
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３．経営マネジメント

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

経営マネジメントが有効に機能し
ていない場合がある （①）

下水道料金値上げに必要な住民の理解が
得られない （①）

財源の不足 （①②③）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

自治体の財政不足 （①②③）

計画とおりに事業が実施できない （①） 計画策定時に現場の意見が反映されていな
い （②③）

システム構築は外部委託ため、委託先が下
水道の現場を知らない場合がある （①）

効率的・効果的な投資の判断が難しい
（①）

マネジメントの高度化が必要 （①）
（①）

高度 要 ①

広域的なマネジメントの必要性 （③）

施設の統廃合の検討が難しい （②③）

他自治体の成功事例が知りたい （③）

他部署システムとの連携 （①②）

多様な職務形態の確保 （③） 主婦などのパート雇用 （③）業務形態の多様化 （③）

自宅での業務遂行 （③）
自治体規模別

①：政令市
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①：政令市
②：一般市
③：町村



４．下水道資源の有効利用

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

需要と供給のミスマッチ （①②③） 有効利用先を効率的に見つける手法 （②）有効利用先の確保が必要 （②③）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

コンポスト化しか有効利用の方法がない（③）

規模が小さい町村下水道では充分な供給が
できない （③）

供給量の確保が必要 （③）

需要予測の方法 （①）需要と供給量のバランスの確保 （①）

需要に応じた製品の製造 （①）

メリットが理解しずらい。メリットの算出方法
が分からない （②）

有効利用方法は紹介されているが、内容が

有効利用導入の問題 （②） 有効利用のメリットが分からない （②）

コストがかかる （②） 広域化によるコスト削減の検討が難しい
（②③）

良く理解できず、導入のメリットがあるかどう
か判断できない （②）

自治体規模別
①：政令市
②：一般市
③：町村

（②③）

コスト・維持管理の低減技術が欲しい （③）
維持管理が難しくなる （②）
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５．災害時の対応

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

被災状況の即時把握が困難
（①②③）

早期把握ができない （①②③） センサー・カメラ等の災害時対応 （①②③）

③

通信手段の確保 （①②③）現地との情報連絡ができない（①②③）

住民の協力を得ることが難しい
（①②③）

住民への通報・住民からの情報提供の
方法の確立 （①②）

情報伝達方法の確立 （①②）

異常通報の自動化 （③）

（①②③）

住民の下水道への理解を得ることが難しい
（①②）

被災時に下水道の使用制限を行うこと
が難しい （①）

浸水等の発生の予測手法の確立 （③）

バックアップ体制の不足 （②） ＢＣＰ計画はあるが、具体的なバックア
ップ体制は確立されていない （②）

企業や他自治体との協力体制の確立 （②）

広域的な災害対策の必要性 （③）

自治体規模別

必要な設備機器当の把握が難しい
（①②）

被災した設備機器等の把握 （①②③）

自治体規模別
①：政令市
②：一般市
③：町村

遠隔操作の必要性 （①②③）
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復旧に必要な設備機器等の把握 （①②）



６．人員の育成・確保

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

職員の技術力の低下 （①②） 自治体の財政不足により新規雇用できない
（①②）

人員不足 （③）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

職員の年齢構成のアンバランス （①） 広域的な維持管理の必要性 （③）

新人育成のシステムが無い （①②）職員の技術力の格差がある （①②）

技術 ウ ウ 維持に対する方針が確立し

自治体規模別
①：政令市
②：一般市

技術・ノウハウの維持に対する方針が確立し
てない （②③）

異動があることにより経験期間が短い （①）

②： 般市
③：町村

技術の継承が進んでいない （①②③）

包括委託を進めたい （②）

包括委託による職員の経験不足 （①）

言葉で伝達できない経験知・暗黙知がある

外部委託による経験不足 （①）

技術の継承が進んでいない （①②③） 言葉で伝達できない経験知・暗黙知がある
（③）

技術と事務の両立が難しい（②③）

言われたことしかやらない・自ら考えて
行動しない （①）

業務の標準化・マニュアル化 （①②）

動機づけの方法 （①）

単純作業の合理化 （②③） 単純作業の広域化による合理化 （③）
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技術と事務の両立が難しい（②③） 単純作業の合理化 （②③） 単純作業の広域化による合理化 （③）

単純作業のシステム化・外部委託 （②③）



７．情報共有・情報利用

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

職員間の情報共有ができていな
い （①②③）

データを閲覧できない （③） システム化ができていない （③）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

い （①②③）

システムがWAN対応やクラウド対応でなく外
部から閲覧できない （①②③）

情報をシステム入力しない職員がいる
（①）

操作マニュアル・操作説明が必要 （①）

他部署・他事業の情報を利用でき 他部署のシステムにアクセスできない 他部署の閲覧をセキュリティ上の理由で制限
している （①）

（①）

各システムごとの入力操作の統一 （①）

ない （①②） （①②） している （①）

庁内ＬＡＮとは独立したシステムとしている
（①）

システムやデータの共通化ができていないシステムやデ タの共通化ができていない
（①②）

他事業との連携が図れない
（①②）

他事業とのデータの連携、データ相互利用
の必要性 （①②）

情報の利用・分析が行われない
場合がある （①）

職員ごとの能力に差がある （①②） マニュアル化の必要性 （①②）

教育制度の充実 （①②③）

自治体規模別
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分析の仕方が分からない場合がある
（①）

マニュアル化・システム化の必要性 （①②）
自治体規模別

①：政令市
②：一般市
③：町村



８．広報・広聴

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

住民に対する広報の不足 （③） 広報の予算確保が難しい （①）

：ＩＣＴによる課題解決が想定される候補

住民の理解が得られない
①②③

住民の満足度が低い

住民に対する広報が効果的でない
（①）

広報するための広報になっている（広報の目
的が不明確） （①）

インターネット広報の必要性 （①）

（①②③）

住民との情報共有の必要性 （②）

（①）

情報共有の方法の確立 （②）

インターネット広報を多用しすぎている （①）

情報共有のためのコストの確保 （①）

情報内容に対する質問に対する対応部署の
設置が困難 （①）

住民からの情報提供が無い （③） 住民に関心を持たせる方法が分からない
（③）

情報提供の手段が不足 （③）

・批判が多い （①②） 住民からの苦情が多い （①②） 臭気問題 （②）

使用料の内訳が理解されていない （①）
自治体規模別

① 政令市
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住民のニーズが分からない （②） ニーズ調査の手段が不足 （②）

住民対応の不備・対応の記録がない （①）

①：政令市
②：一般市
③：町村


